
第 10 期

中 間 報 告 書
平成27年 7 月 1 日から
平成27年12月31日まで（　　　　　　）

証券コード　3076

株主の皆様へ⃝⃝⃝⃝⃝

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
　ここに、第10期中間期（第2四半期）の事業の概況並びに主要
事業についてご報告申しあげます。

敬　具　

　当第10期中間期（平成27年7月1日から平成27年12月31日ま
で）の業績は、売上高244億6千6百万円（前年同期比24.3％増）、
営業利益39億7千3百万円（前年同期比21.8％増）、経常利益41
億2千1百万円（前年同期比3.9％減）、親会社株主に帰属する四半
期純利益28億7千3百万円（前年同期比2.3％減）となりました。

事業のセグメント別の業績は、次のとおりであります。
「セキュリティ機器」につきましては、マンション向けセキュリ
ティシステムの販売が、新規・リプレースとも、引き続き堅調に
推移したこと等により、売上高は54億4千8百万円（前年同期比
16.4％増）、セグメント利益は18億4千5百万円（前年同期比
33.0％増）となりました。
「カード機器及びその他事務用機器」につきましては、鉄骨業界向
けの専用CADソフトの販売が引き続き好調に推移し、前年度に買
収した海外子会社の売上も貢献しましたが、販売経費の増加等に
より、売上高は27億7千4百万円（前年同期比57.5％増）、セグメ
ント利益は4億3百万円（前年同期比19.5％減）となりました。
「保守サービス」につきましては、売上高は8億3千4百万円（前年
同期比3.7％減）、セグメント利益は9千2百万円（前年同期比2.6％
減）となりました。
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株主メモ⃝⃝⃝⃝⃝

株式に関するお手続きについて⃝⃝⃝⃝⃝

事業年度 毎年7月1日から翌年6月30日まで
期末配当金
受領株主確定日 毎年6月30日

中間配当金
受領株主確定日 毎年12月31日

定時株主総会 毎年9月
株主名簿管理人

三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座管理機関
上場証券取引所 東京証券取引所（証券コード3076）

公告の方法

電子公告により行います。
ただし、電子公告によることができない事
故、その他やむを得ない事由が生じたとき
には、日本経済新聞に掲載して行います。
公告掲載URL
http://www.aiholdings.co.jp

1.  株券電子化に伴い、株主様の住所変更、単元未満株式の買取請
求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されて
いる口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっておりますの
で、口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。

2.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまして
は、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、下
記特別口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせくださ
い。なお、三菱UFJ信託銀行全国本支店でもお取次ぎいたします。

3.  郵便物等の発送と返戻、未受領の配当金に関するお問い合わせ
につきましては、株主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行までお
問い合わせください。

〒103-0005 東京都中央区日本橋久松町12番8号
電話　03-3249-6335（代表）
URL　http://www.aiholdings.co.jp

　♦お問い合わせ先・株主名簿管理人／特別口座管理機関
　　　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
　　　〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
　　　電話　0120-232-711（通話料無料）
　　　http://www.tr.mufg.jp/daikou/

「情報機器」につきましては、海外市場におけるコンシューマ向け
小型カッティングマシンの販売が好調に推移したこと等により、
売上高は85億7百万円（前年同期比30.2％増）、セグメント利益
は11億9千2百万円（前年同期比56.0％増）となりました。

「計測機器及び環境試験装置」につきましては、環境試験装置の
受注増加等により、売上高は10億6千6百万円（前年同期比5.3％
増）、セグメント利益は6千5百万円（前年同期比3.5％減）となり
ました。

「設計事業」につきましては、受注案件に工事進行基準適用が多
かったこと等により、売上高は21億9千7百万円（前年同期比
2.6％減）、セグメント利益は2億5千3百万円（前年同期比5.6％
増）となりました。

「リース及び割賦事業」につきましては、売上高は33億2千4百万
円（前年同期比50.7％増）、セグメント利益は5千7百万円（前年
同期比0.7％増）となりました。

「その他」につきましては、売上高は3億1千1百万円（前年同期比
12.9％減）、セグメント利益は6千4百万円（前年同期比293.5％
増）となりました。

　当社は持株会社として、経営環境の変化に対応したグループ全
体の効率的な事業運営を推進いたします。また、販路拡大や営業体
制の強化等の相乗効果を得られる業務提携やM＆Aを進める等、更
なる事業の拡大と収益力の向上を図ることにより、あいホールディ
ングスグループとしての企業価値を高めていく所存でございます。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻
をお願い申しあげます。

　平成28年3月

代表取締役会長兼CEO　佐々木　秀吉
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主要な経営指標の推移⃝⃝⃝⃝⃝

連結損益計算書⃝⃝⃝⃝⃝

連結キャッシュ・フロー計算書⃝⃝⃝⃝⃝

前　期
平成27年6月30日現在

当中間期
平成27年12月31日現在

資産の部
流動資産 31,681 33,844
　現金及び預金 15,176 14,322
　受取手形及び売掛金 6,968 8,252
　商品及び製品 5,815 7,224
　その他 3,721 4,044
固定資産 12,997 13,027
有形固定資産 6,719 6,672
無形固定資産 1,701 2,130
投資その他の資産 4,576 4,223

資産合計 44,678 46,871
負債の部

流動負債 9,740 9,892
　支払手形及び買掛金 5,816 6,281
　その他 3,923 3,611
固定負債 3,539 3,991
　退職給付に係る負債 1,072 1,108
　その他 2,467 2,882

負債合計 13,280 13,884
純資産の部

株主資本 30,925 32,876
資本金 5,000 5,000
その他 25,925 27,876

その他の包括利益累計額 472 110
純資産合計 31,398 32,987
負債・純資産合計 44,678 46,871

前中間期
平成26年 7 月 1 日から
平成26年12月31日まで

当中間期
平成27年 7 月 1 日から
平成27年12月31日まで 

売上高 19,678 24,466
売上原価 11,362 14,558
　売上総利益 8,316 9,907
販売費及び一般管理費 5,053 5,934
　営業利益 3,262 3,973
営業外収益 1,077 202
営業外費用 51 53
　経常利益 4,289 4,121
特別利益 3 180
特別損失 66 3
　税金等調整前四半期純利益 4,226 4,299
　法人税、住民税及び事業税 1,256 1,448
　法人税等調整額 28 △ 22
　四半期純利益 2,941 2,873
　親会社株主に帰属する四半期純利益 2,941 2,873

［単位：百万円］ ［単位：百万円］

［単位：百万円］前中間期
平成26年 7 月 1 日から
平成26年12月31日まで 

当中間期
平成27年 7 月 1 日から
平成27年12月31日まで 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,238 △ 67
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 457 △ 212
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 616 △ 772
現金及び現金同等物に係る換算差額 262 91
現金及び現金同等物の増減額 426 △ 960
現金及び現金同等物の期首残高 15,166 15,039
新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 107
現金及び現金同等物の四半期末残高 15,592 14,186



主要セグメントの事業内容⃝⃝⃝⃝⃝

役員（平成27年12月31日現在）⃝⃝⃝⃝⃝
代表取締役会長
兼CEO 佐々木　秀　吉

代表取締役社長 大 島 昭 彦

取 締 役 吉 田 周 二
取 締 役

（ 社 外 取 締 役 ） 三 山 裕 三

常 勤 監 査 役 田 口 詞 男
監 査 役

（ 社 外 監 査 役 ） 安 達 一 彦
監 査 役

（ 社 外 監 査 役 ） 石 本 哲 敏

会社概要（平成27年12月31日現在）⃝⃝⃝⃝⃝
商 号

設 立 年 月 日
資 本 金
発行済株式総数
株 主 数
事 業 内 容

あいホールディングス株式会社
Ai Holdings Corporation
平成19年4月2日
50億円
56,590,410株
8,073名
傘下子会社及びグループの経営管理並びに
それらに付帯する業務の遂行

主要なグループ会社⃝⃝⃝⃝⃝
株式会社ドッドウエル　ビー・エム・エス
グラフテック株式会社
株式会社あい設計
あいエンジニアリング株式会社
株式会社ニューロン
株式会社USTAGE
株式会社ビーエム総合リース
NBSカード株式会社
中央設計株式会社
株式会社田辺設計
Graphtec Digital Solutions, Inc.
Graphtec America, Inc.
Silhouette America, Inc.
Silhouette Research and Technology Ltd.
NEURON ELECTRONICS INC.
NBS Technologies Inc.
杜の公園ゴルフクラブ株式会社（持分法適用関連会社）
日本電計株式会社（持分法適用関連会社）

セキュリティ機器

カード機器及びその他事務用機器

情報機器

計測機器及び環境試験装置

設計事業

主要製品は監視カメラやレコーダー等のセキュリティシステ
ム機器で、単なる開発・販売にとどまらず、導入時からアフ
ターフォローまで、一貫したサービスを提供しています。
メガバンク・官公庁等の大型案
件や商店街・小売店等様々な施
設への導入実績があり、特に既
設マンション向けの「安心パッ
ク」によるサービス一体型の商
品が好評です。

主要製品はカード発行システム機器で、医
療機関向けには診察券発行機や患者のデー
タ管理も含む再来受付機等、小規模クリ
ニックから大病院向けの大量発行システム
まで各規模に対応した機種を提供していま
す。また、金融機関向けにはICカード対
応機器を提供し、窓口での即時発行による
顧客への迅速な対応を実現しています。

主要製品はカッティング及びスキャナ等の
コンピュータ周辺機器で、スキャナはA0
サイズまでの図面データを取り込める大型
の業務用製品です。カッティングマシンは、
主な用途は屋外広告・看板製作用で、主力
は企業向けの高機能な大型商品ですが、コ
ンシューマ向けの小型商品もあり、特に海
外で好評です。

主要製品は計測機器とインラインま
たはプレハブ型の環境試験装置で、
計測機器は電圧、温度、湿度、パル
ス等幅広いデータ収録に対応できる
豊富な製品ラインアップを取り揃え
ています。環境試験装置は、高温・
低温等の環境下での電子部品や基板
等の動作試験を行う装置で、カスタ
ム対応も行っています。

建築設計業界の中でも専門性の高い「耐震診
断・耐震構造設計」を事業の中核に据え、意
匠設計、設備設計等、高い技術力を軸とした
建築総合コンサルタント業を行っています。
手掛けた建築物は庁舎、文化施設、学校、産
業プラント等多岐にわたっています。

データアクイジション 
DATA PLATFORM 
GL7000

直冷熱型温度試験装置
LTF-70

ICカード即時発行機
CP600MH

廿日市市健康福祉センター あいプラザ

ラベルプリンタ LCX1000

小型カッティングマシン
Silhouette CAMEO

全方位対応カメラ
マルチアイシステム

高感度デイナイトカメラ
HTC-B1N2
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は11億9千2百万円（前年同期比56.0％増）となりました。

「計測機器及び環境試験装置」につきましては、環境試験装置の
受注増加等により、売上高は10億6千6百万円（前年同期比5.3％
増）、セグメント利益は6千5百万円（前年同期比3.5％減）となり
ました。

「設計事業」につきましては、受注案件に工事進行基準適用が多
かったこと等により、売上高は21億9千7百万円（前年同期比
2.6％減）、セグメント利益は2億5千3百万円（前年同期比5.6％
増）となりました。

「リース及び割賦事業」につきましては、売上高は33億2千4百万
円（前年同期比50.7％増）、セグメント利益は5千7百万円（前年
同期比0.7％増）となりました。

「その他」につきましては、売上高は3億1千1百万円（前年同期比
12.9％減）、セグメント利益は6千4百万円（前年同期比293.5％
増）となりました。

　当社は持株会社として、経営環境の変化に対応したグループ全
体の効率的な事業運営を推進いたします。また、販路拡大や営業体
制の強化等の相乗効果を得られる業務提携やM＆Aを進める等、更
なる事業の拡大と収益力の向上を図ることにより、あいホールディ
ングスグループとしての企業価値を高めていく所存でございます。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻
をお願い申しあげます。

　平成28年3月

代表取締役会長兼CEO　佐々木　秀吉


